
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

奥奥尻尻地地域域ママリリンンビビジジョョンン  
～ 豊饒（たから）の島とともに生きる奥尻創造～ 

  

【位置図】

■拠点漁港のタイプ 

○衛生管理流通拠点機能 

○増養殖支援漁港拠点機能 

・対象地域：奥尻町 

・地域人口：3,643人（1,551世帯）（Ｈ17年国勢調査） 

・漁港：青苗漁港(3)、稲穂漁港(1)、稲穂漁港勘太浜分区(1)、 

       宮津漁港(1)、赤石漁港(1)、松江漁港(1)、神威脇漁港(4) 

・漁業就業者：209人(H15漁業センサス) 

拠点漁港 地域の資源等 

現状と課題 地域の目指す姿 

地域資源(特徴) 

漁港の将来像 

≪平成１８年３月策定≫ 

○町人口は減少傾向 

○少子高齢化率が増加 

○産業は漁業と観光が中心 

○漁業生産金額は横ばい傾向 

○ 磯根資源の積極的な生産の 

推進体制づくり 

○水産加工業の推進 

○豊かな自然を活かした観光業 

の推進 
○未利用資源による産業起こし 

現

状

課 
 
 

題

① アワビ・ウニの増産体制の推進と供給基地としての確立

・種苗の放流や深浅移植、養殖などによる増産体制の推進 

・種苗～中間育成貝・成貝にいたるアワビの販路拡大 

② 良質な水産加工原料を活かした水産加工業の振興 

・水産加工企業の協業化とブランド力のある商品開発の推進 

・観光客や外来船乗組員による購買力増加による産業振興 

③奥尻島ならではの独創性のある観光振興 

・体験型漁業などの提供による滞在型観光の長期化の推進 

・海、山、川の豊富な味覚と品揃えを活かした観光振興 

④高齢者の生きがいづくりと「島の恵み」の伝承 

・貝細工などの工芸品の創作による雇用機会の創出 

・活動を通じての豊かな自然の恵みの幼少年代への伝承 

青苗地区 

青苗漁港

(3種)

○豊かな自然が残された「島」 

○水産資源とそれを支える水産基盤 

○島特有のくらしと文化 

【主な地域資源等】 
・なべつる岩 

・賽の河原 

・北追岬公園 

・神威脇・幌内温泉 

・うに丸モニュメント 

・大鷲・尾白鷲飛来地・・等 

 

ビジョン実現のための主な取組み

 

≪協議会メンバー≫ 

・ 漁業関係者 

・ 商工関係者 

・ 観光関係者 

・ 行政関係者 

  

≪実行部会≫ 

・ 奥尻集落 

・ アワビ養殖部会 

・ ウニ養殖部会 

・ 奥尻町漁港と整備促進連合期成会 

・ 奥尻島観光協会 

 

 

①アワビ海中養殖の増大を念頭とした静穏域の拡充 

②高度な衛生管理機能に対応した屋根付岸壁の整備 

③衛生管理機能を付加する清涼海水の取水機能整備 

④災害時におけるフェリー発着地としての機能整備 

⑤水産物の集出荷拠点としての機能整備 

■ビジョンの特徴 

資源管理型漁業の推進による水産資源の増大を軸に、奥尻島特有の自然環

境・景観などの観光資源との融合により、豊饒（たから）の島全体の魅力を

活かした独創性のある地域振興  

 
 
 
 
 

 
 

 

○アワビ海中養殖漁家の育成と生産量の拡充やアワビ・ウニの飼料となるコン

ブ養殖の推進 

○新鮮な水産加工資源を背景とした地元企業による協業や本州企業の誘致によ

る水産加工業の再興 

○稲穂地区を中心とした漁業者による体験漁業(イカ釣りやアワビ等の採取な

ど)の提供 

○高齢者を中心とした貝細工や水産物の生産組合の設立と直販店の設置 

地域マリンビジョン協議会 

青苗漁港(第３種) 

奥尻島のシンボル 奇岩「なべつる岩」 ウニマルパークシンボルモニュメント 

「うにまる」
日本海にしずむ夕日と無縁島 


